
笑顔にあふれ活力を創出する　しあわせ市民都市 45 Fukaya City Information,2007.10,Japan

其
そ

の伍
ご

を

対象 事業名 H18 決算額 (円 )

幼稚園児
市立

幼稚園就園奨励事業
（減免）380,000

私立 34,469,695

小学生

要保護及び準要保護
児童生徒就学援助事業 32,788,032

特別支援教育
就学奨励事業 781,227

中学生

要保護及び準要保護
児童生徒就学援助事業 31,602,452

特別支援教育
就学奨励事業 626,603

高校生 奨学資金支給事業 5,325,800
平成18年度実績

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
園
・
就

学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
、
就

園
・
就
学
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

「
就
園
奨
励
事
業
」、「
就
学
援
助
事
業
」、「
就
学

奨
励
事
業
」、「
奨
学
資
金
支
給
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
収
入
な
ど
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
（
☎
５
７
４
‐
５
８
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
学
等
お
よ
び
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

へ
の
進
学
率
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平

成
18
年
度
に
は
高
等
学
校
卒
業
者
の
約

70
％
が
進
学
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

市
と
市
内
金
融
機
関
の
提
携
に
よ
り
、
大

学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
へ
の
入
学
時
の
家
庭
の
経
済
的
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
新
た
な
制
度
「
深

谷
市
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度
」
を

創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
金
融
機
関
を
あ
っ

せ
ん
し
、
入
学
資
金
融
資
の
利
子
の
一
部

高等学校 (全日制課程・定時制課程 )卒業の進路

Ｈ 18 大学等進学率
専修学校

（専門課程）
進学率

就職率

全国 49.3％ 18.2％ 18％

埼玉県 50.2％ 19.3％ 13.8％
文部科学省　平成18年度学校基本調査より

深
谷
市
の
学
業
支
援
事
業

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
か
た
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
事
業

　

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
就
学

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
か
た
の
経
済

的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
学
用
品
費
や

給
食
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

奨
学
資
金
支
給
事
業

　

進
学
の
意
志
と
能
力
を
有
し
て
い
る

が
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
修
学
が

困
難
な
か
た
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
を

給
与
し
、
教
育
の
機
会
を
確
保
す
る
も

の
で
す
。

幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

　

幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
幼
児
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
の
か
た
の
経
済
的
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
保
育
料
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

を
一
定
期
間
市

が
負
担
す
る
こ

と
で
、
進
学
者

の
い
る
世
帯
の

経
済
的
負
担

を
軽
く
し
、
こ

の
こ
と
に
よ
っ

て
学
ぶ
意
欲
の

あ
る
か
た
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

要
保
護
及
び
準
要
保
護

児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

　

小
・
中
学
生
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

の
か
た
で
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の

支
払
い
で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭
に

対
し
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る

も
の
で
す
。

合
併
１
年　

深
谷
市
の
取
り
組
み

  かのアルバート・アインシュタインは「教育とは、学校で習ったことをすべて
忘れた後に残るものである」と語っています。私も、教育とは知識や教養の習
得でなく、むしろ、人間性や社会性の形成に主眼を置くべきものだと考えます。
  先日、名古屋市の路上で女性が拉致、殺害された事件がありました。この事件で、
人々の耳目を集めたのが、容疑者３人が携帯電話サイトで接触し、互いの顔や
名前も知らないまま、仮想現実の中で犯行を企てたことです。その仮想現実の
中で、妄想が現実社会の犯罪にエスカレートしていったことを知り、私は背筋の
寒くなる思いがいたしました。仮想現実の「社会性」が現実社会に乗り込んできたのです。
　容疑者たちがこれまで受けた教育で、現実社会の人間性や社会性を学べなかったことが容易に想
像できます。しかし、教育は学校だけに押し付けるものではなく、子どもを見守るすべての大人に
よって行われるべきだと考えます。例えば、これまで別個にとらえられていた教育部門と福祉部門
の連携も重要になるでしょう。皆が協力し合う体制こそが大切なのです。
　現在深谷市では、「教育と福祉の連携」を促進するため、旧深谷地区消防本部の跡地に教育と福
祉の交流のための施設建設を計画しております。今、全国の教育現場では発達課題を持つ子どもへ
の対応が問題になっています。発達課題は、早期発見と継続的かつ適切な対応により緩和でき、教
育・福祉ボランティアの役割が重要となります。双方のボランティアの交流をはじめ、「教育と福祉」
が連携し適切に対応していく拠点として、新たな施設の活用を考えております。決して見過ごさず、
そして、正面から問題に当たる教育体制が大切です。
　冒頭にご紹介したアインシュタインも医学的には不明ながら、言動などから何らかの障害のあっ
た可能性が指摘されています。しかし、彼の通った学校が視覚教育を取り入れた進んだ教育システ
ムを持ち、さらに最新の物理学研究室も備えるなど、彼に合った教育環境であったようです。つまり、
アインシュタインにとって学校が心地良い場所であったと言えます。
　子どもたちの成長には、家庭、地域、学校、社会、関係諸機関等が、目指す方向を一つにして、連携・
協働し心地良い教育環境を形成することが重要です。子どもには無限の可能性があります。素晴ら
しい人間性や社会性を内に秘めています。それらを引き出す手助けをするのが大人の役目です。今、
０歳から 15 歳までの成長を継続的・体系的に支援する仕組みづくりが必要なのです。
　　　
　　　人を教育することはできない   ただ、自ら悟らせる手助けをするに過ぎない　　　　ガリレオ・ガリレイ

ちんしもっこう

こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
備
え
た
か
た
で
す
。

①
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
か
た

②
大
学
等
に
入
学
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
者
の
保
護
者
の
か
た

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た

④
こ
の
融
資
制
度
以
外
の
入
学
資
金
融
資
を
受
け
て
い
な
い
か
た

⑤
取
扱
金
融
機
関
の
融
資
条
件
を
備
え
て
い
る
か
た

　　

な
お
、
こ
の
制
度
の
取
扱
金
融
機
関
や
利
率
な
ど
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
決
定
さ
れ
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

⑤
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
す
る
に
は
？

融資の手順
教育委員会へ
             融資申請

【融資限度額】２００万円

資　格　決　定

教育委員会から金
融機関へ融資依頼

融　資　決　定

融　資　実　行

金融機関から市
へ融資実行報告

教育委員会から
金融機関へ利子
補給開始！

【問い合わせ】
教育委員会
教育総務課

☎５７４－５８１１

※この制度は、入学資金などの一時金のための融資であり、各種奨学金などとの併用は可能です。


